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町
は
、
令
和
４
年
10
月
に
公
益
財

団
法
人
種
子
島
農
業
公
社
を
離
脱
し
、

こ
れ
ま
で
町
糖
業
振
興
会
で
そ
の
業

務
を
臨
時
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
間
、
新
し
い
法
人
設
立
に
向
け
て
準

備
を
進
め
、
９
月
１
日
に
、「
一
般
社

団
法
人
南
種
子
結
農
社
（
理
事
長
：
小

脇
隆
則
）」
を
設
立
し
、
10
月
１
日
よ

り
業
務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

南
種
子
結
農
社
は
、
農
作
業
の
受

託
申
し
込
み
の
受
付
や
各
組
織
・
農

家
へ
の
再
委
託
な
ど
に
関
す
る
業
務

を
行
い
、
農
家
が
よ
り
安
定
し
た
農

業
経
営
を
継
続
で
き
る
環
境
を
整
え

る
た
め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
名
の
「
結
農
社
」
に
は
、
農
具
の

少
な
い
時
代
か
ら
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
『
農
家
（
人
）
と
農
家
（
人
）
を

結
び
、互
い
を
尊
重
し
助
け
合
う
「
結
」

の
精
神
を
持
っ
た
農
業
経
営
を
推
進

し
、
農
作
業
委
託
・
受
託
事
業
の
円
滑

な
取
り
組
み
を
行
い
、
本
町
の
農
業
振

興
発
展
に
寄
与
す
る
』
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
の
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
事
業
内
容
（
当
面
の
間
）　

・
水
稲
生
産
に
関
す
る
作
業

　
（
育
苗
・
田
植
え
・
収
穫
な
ど
）

・
さ
と
う
き
び
収
穫
に
関
す
る
作
業

・
大
型
農
業
機
械
に
関
す
る
作
業

　
（
ロ
ー
タ
リ
ー
耕
・
プ
ラ
ウ
耕
・
甘

　

し
ょ
の
畝
た
て
・
さ
と
う
き
び
の

　

株
出
し
や
株
揃
え
な
ど
）

※
農
作
業
用
機
械
を
使
用
す
る
受
託

と
な
り
ま
す
の
で
、
ほ
場
の
状
況
な
ど

に
よ
り
受
託
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
事
業
所
所
在
地
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
種
子
町
中
之
上
２
７
９
３
番
地
１

　
（
役
場
総
合
農
政
課
内
）

　
（
一
社
）
南
種
子
結
農
社

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
２
）

一
般
社
団
法
人
「
南
種
子
結
農
社
」
の
設
立
お
よ
び

事
業
開
始
に
つ
い
て

〈9/28　社員総会の様子〉

赤
米
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
３　

Ｉ
Ｎ　

対
馬
・
豆
酘

　

岡
山
県
総
社
市
、
長
崎
県
対
馬
市
、

南
種
子
町
の
２
市
１
町
は
赤
米
伝
統
文

化
の
伝
承
を
目
的
に
、
平
成
26
年
に

協
定
を
結
び
ま
し
た
。
今
年
度
は
８
月

に
岡
山
県
総
社
市
で
子
ど
も
交
流
を
行

い
、
10
月
15
日
（
日
）
に
長
崎
県
対
馬

市
で
赤
米
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
３
Ｉ
Ｎ
対

馬
・
豆つ

つ酘
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
対
馬
市
で
は
「
頭
仲
間
（
と
う
な
か

ま
）」
と
呼
ば
れ
る
組
織
が
赤
米
神
事
と

伝
承
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
後
の

一
戸
で
あ
っ
た
伝
承
者
が
体
調
を
崩
し

た
た
め
、
令
和
２
年
を
最
後
に
神
田
で

の
赤
米
栽
培
が
休
止
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
神
田
の
現
況

を
視
察
し
た
後
、
地
域
の
参
加
者
と
２

市
１
町
の
赤
米
伝
統
文
化
連
絡
協
議
会

メ
ン
バ
ー
と
で
座
談
会
を
行
い
、
赤
米

文
化
の
伝
承
へ
の
取
り
組
み
や
体
制
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
ト
ン
ミ
ー
大
使
で
あ
る
相

川
七
瀬
さ
ん
と
の
ご
縁
に
よ
り
、
本

サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
、
豊
田
Ｔ
Ｒ
Ｉ

Ｋ
Ｅ
（
ト
ラ
イ
ク
）
株
式
会
社
か
ら
電

動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
を
各

市
町
に
１
台
ず
つ
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
赤
米
の
よ
う
な
真
っ
赤
な
電
動

ア
シ
ス
ト
自
転
車
で
赤
米
を
未
来
に
運

ぶ
手
伝
い
が
で
き
た
ら
う
れ
し
い
」と
、

赤
米
文
化
の
伝
承
へ
の
奨
励
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈サミット座談会の様子〉〈電動アシスト自転車 TRIKE 贈呈式〉
※現物は後日各市町に送られてきます
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町
で
は
、
雇
用
増
を
伴
う
創
業
ま

た
は
事
業
拡
大
を
行
う
民
間
事
業
者

な
ど
に
対
し
て
、
そ
の
事
業
資
金
の

一
部
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町

内
の
雇
用
機
会
の
拡
充
を
図
る
た
め
、

特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
社
会
維
持

推
進
交
付
金
（
雇
用
機
会
拡
充
事
業
）

の
公
募
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
公
募
は
、
令
和
６
年
度

予
算
成
立
後
、
速
や
か
に
事
業
を
開

始
す
る
た
め
、
予
算
成
立
前
に
募
集

を
行
う
も
の
で
す
。
補
助
対
象
者
の

決
定
や
予
算
の
執
行
は
、
予
算
成
立

後
の
事
業
採
択
に
よ
り
開
始
さ
れ
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
限

　
12
月
22
日
（
金
）
必
着

◆
補
助
対
象
者　

　

対
価
を
得
て
事
業
を
営
む
個
人
ま

た
は
法
人
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
し
ま

す
。

　
①
町
内
に
お
い
て
創
業
す
る
者

　

②
町
内
の
事
業
所
に
お
い
て
事
業

　
拡
大
を
行
う
者

　

③
本
町
の
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど

　

の
販
売
を
目
的
と
し
て
町
外
に
お

　
い
て
創
業
す
る
者

◆
補
助
対
象
事
業
費
の
上
限　

区
分

補
助
対
象
事
業
費
の

上
限
額

創
業

６
０
０
万
円

（
１
５
０
万
円
）

事
業
拡
大

１
６
０
０
万
円

（
４
０
０
万
円
）

設
備
投
資
を
伴
わ

な
い
事
業
拡
大

１
２
０
０
万
円

（
３
０
０
万
円
）

※
（　
）
内
の
金
額
は
自
己
負
担
額

◆
個
別
相
談
会
に
つ
い
て

　
個
別
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
本
事
業
に
応
募
さ
れ
る
方
は
、

相
談
会
の
ご
利
用
を
お
薦
め
し
ま
す
。

　
日
時　
12
月
７
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～

　
場
所　
研
修
セ
ン
タ
ー
１
階

　
　
　
　
東
側
会
議
室

　
申
込
期
限　
11
月
17
日
（
金
）

　
※
予
約
制
と
な
り
ま
す

◆
審
査
に
つ
い
て

　

審
査
会
を
開
催
し
、
予
算
の
範
囲

内
で
事
業
採
択
し
ま
す
。

◆
申
請
書
類
に
つ
い
て

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
11
月
20
日
以
降
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
）

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
企
画
課　
観
光
経
済
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
４
）

　
県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

等
の
根
絶
を
図
る
た
め
、
毎
年
11
月
を

「
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
不
法
投
棄
防

止
の
啓
発
活
動
や
不
法
投
棄
防
止
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。（
５

年
以
下
の
懲
役
、
１
千
万
円
以
下
の
罰

金
ま
た
は
こ
の
併
科
。）

　
こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と
り
が
、「
不

法
投
棄
を
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。
見
つ

け
た
ら
す
ぐ
電
話
を
」
と
い
う
意
識
を

持
ち
、
不
法
投
棄
の
な
い
住
み
よ
い
地

域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
発
見
し

た
ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　
熊
毛
支
庁
健
康
企
画
課
衛
生
環
境
係

☎
㉒
１
０
３
２

　
県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

　
☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
８
１
０

　

令
和
６
年
度
雇
用
機
会
拡
充
事
業
の
公
募
に
つ
い
て

11
月
は
不
法
投
棄
防
止

強
化
月
間
で
す
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南
種
子
町
宇
宙
科
学
分
団
（
団
長
：

小
西
嘉
秋
）
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立

青
少
年
教
育
振
興
機
構
の
「
子
ど
も
ゆ

め
基
金
助
成
」
を
活
用
し
、
左
記
の
と

お
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

募
集
対
象
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

12
月
10
日
（
日
）

　

午
前
８
時
～
午
後
５
時

　
（
午
前
７
時
30
分
受
付
開
始
）

※
昼
食
は
軽
食
を
ご
用
意
し
ま
す
。

◆
会
場　

南
種
子
町
自
然
の
家

◆
募
集
対
象

　

種
子
島
島
内
の
小
学
生
・
中
学
生

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

◆
活
動
内
容

　

さ
と
う
き
び
の
歴
史
を
学
ぶ

　

さ
と
う
き
び
の
刈
取
体
験

　

黒
糖
づ
く
り
体
験
と
試
食
会

◆
参
加
費
用

　

５
０
０
円
／
１
人

※
原
料
代
・
保
険
代
と
し
て

◆
募
集
定
員　

50
人

　
（
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
）

◆
申
込
期
限

　

12
月
１
日
（
金
）

◆
申
込
方
法

・
専
用
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み

・
①
参
加
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
、
保

護
者
も
含
む
）
②
性
別
③
生
年
月
日

④
学
校
名
・
学
年
⑤
郵
便
番
号
⑥
住
所

⑦
連
絡
先
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、

メ
ー
ル
か
郵
送
に
て
お
申
し
込
み

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
種
子
町
宇
宙
科
学
分
団

　
事
務
局
長
：
立
石
大
悟

　

〒
８
９
１
ー
３
７
０
１

　

南
種
子
町
中
之
上
３
３
７
０
番
地
３

　

☎
㉖
６
１
０
９

　

E-M
ail

：utyu-kurashi2015@

　

gm
ail.com

黒
糖
づ
く
り
体
験
～
さ
と
う
き
び
か
ら
黒
糖
を
つ
く

ろ
う
～
参
加
者
募
集
！

申込フォーム

　

南
種
子
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険

や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
方
を
対

象
と
す
る
基
本
健
診
お
よ
び
社
会
保

険
の
方
も
含
め
た
町
民
を
対
象
と
す

る
各
種
が
ん
検
診
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

　

日
々
の
健
康
は
、
ご
自
身
の
体
調

把
握
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
健

診
を
毎
年
受
け
る
こ
と
で
、
身
体
の

変
化
を
継
続
的
に
確
認
で
き
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
基
本
健
診
お
よ
び

各
種
が
ん
検
診
を
受
診
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

電
話
に
て
お
申
し
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
実
施
日
・
会
場

　
11
月
19
日
（
日
）

　
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

◆
受
付
時
間

　
午
前
７
時
20
分
～
午
前
９
時
10
分

◆
健
（
検
）
診
内
容

項　

目

金　

額

特
定
健
診

（
国
保
・
後
期
高
齢
の
方
）   

無
料 

※
受
診
券
を
ご
持

　

参
く
だ
さ
い

大
腸
が
ん
検
診

  

無
料

腹
部
超
音
波
検
査  

２
０
０
０
円

前
立
腺
が
ん
検
診  

１
０
０
０
円

骨
粗
し
ょ
う
症

検
診

　

  

５
０
０
円

胃
が
ん
リ
ス
ク

検
査

  

１
０
０
０
円

Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎

検
査

  

初
回
の
み

     　
７
０
０
円

  
２
回
目
以
降

  
２
０
０
０
円

心
不
全
リ
ス
ク

検
査

  

３
０
０
０
円

◆
お
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
く
ら
し
保
健
課　
保
険
給
付
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）

集
団
健
診
の
お
知
ら
せ
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〇
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

◆
開
催
日

　
11
月
９
日
（
木
）

　
予
約
締
切
：
11
月
８
日
午
後
５
時
ま
で

　
12
月
14
日
（
木
）

　
予
約
締
切
：
12
月
13
日
午
後
５
時
ま
で

◆
時
間　
午
後
２
時
～
４
時

◆
場
所　

　
種
子
島
合
同
庁
舎

　
種
子
島
税
務
署
２
階
会
議
室

◆
定
員　
各
10
人

※
参
加
費
用
は
無
料
で
す
。

※
事
前
予
約
制
で
開
催
し
ま
す
の
で
、

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
予
約
締
切
日

ま
で
に
種
子
島
税
務
署
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
種
子
島
税
務
署
☎
㉒
０
４
４
０
（
自

動
音
声
案
内
に
従
い
、「
２
」を
発
信
）

〇
制
度
に
関
す
る
問
合
せ
先

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
一
般
的

な
ご
質
問
や
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
通
話
料
無
料
）

　
０
１
２
０
（
２
０
５
）
５
５
３

◆
受
付
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土
日
祝
除
く
）

　

11
月
11
日
（
土
）
か
ら
17
日
（
金
）

ま
で
は
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国
民
生
活

に
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
税
に

つ
い
て
、
そ
の
意
義
（
必
要
性
）
お
よ

び
役
割
（
使
途
）
を
分
か
り
や
す
く
説

明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
皆
様
の

税
に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
こ
れ
か
ら
の

社
会
に
向
か
っ
て
」
で
す
。

　
な
お
、「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
実

施
に
合
わ
せ
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に
「
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
向
か
っ

て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
特
設
ペ
ー
ジ

を
設
け
、
国
税
庁
の
各
種
取
組
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。（https://w

w
w

.nta.
go.jp

ま
た
は
「
国
税
庁
」
で
検
索
）

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

ご
存
知
で
す
か

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」

南
種
子
町
郷
土
館
企
画
展
の
ご
案
内

　
郷
土
館
で
は
「
山
本
直
純
制
作
『
歌

声
の
響
』
楽
譜
公
開
展
＝
修
正
さ
れ

た
楽
譜
に
見
る
制
作
過
程
＝
」
と
題

し
て
、
企
画
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
「
歌
声
の
響
」
の
楽
譜
は
、
作
曲
家

山
本
直
純
氏
が
依
頼
を
受
け
、
上
皇

陛
下
が
御
作
詞
・
上
皇
后
陛
下
が
御

作
曲
さ
れ
た
旋
律
に
前
奏
・
後
奏
・

伴
奏
を
つ
け
て
制
作
し
た
も
の
で
す
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
山
本
直
純
氏

が
楽
譜
を
制
作
す
る
過
程
で
修
正
を

行
っ
た
楽
譜
も
公
開
い
た
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
、
貴
重
な
「
歌

声
の
響
」
の
楽
譜
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
期
間
・
開
館
時
間

　
11
月
１
日（
水
）～
12
月
27
日（
水
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
休
館
日

　
毎
週
月
曜
日
と
毎
月
第
４
金
曜
日

◆
入
館
料　
無
料

◆
開
催
場
所　
南
種
子
町
郷
土
館

　
（
南
種
子
町
中
央
公
民
館
内
）

「 

歌
声
の
響 

」
曲
の
誕
生
に
つ
い
て

　
昭
和
50
年
（
１
９
７
５
年
）、
上
皇

陛
下
・
上
皇
后
陛
下
は
、
皇
太
子
・
美

智
子
妃
殿
下
の
時
代
に
沖
縄
の
国
立
ハ

ン
セ
ン
病
療
養
所
「
愛
楽
園
」
を
ご
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。
お
帰
り
に
な
ら
れ
る

際
、
園
の
皆
さ
ん
が
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
、
沖
縄
の
船
出
歌
「
だ
ん
じ
ょ

か
れ
よ
し
（
誠
に
め
で
た
い
の
意
味
）」

を
合
唱
さ
れ
、
上
皇
陛
下
は
そ
の
時
の

お
気
持
ち
を
琉
歌
に
し
て
お
詠
み
に
な

り
ま
し
た
。

　
上
皇
陛
下
の
琉
歌
が
「
愛
楽
園
」
に

贈
ら
れ
る
と
、
在
園
者
か
ら
「
こ
の
歌

の
た
め
の
特
別
な
曲
が
あ
れ
ば
な
ぁ
」

と
い
う
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
を
お
知
り
に
な
ら
れ
た
上
皇
陛
下

は
、
上
皇
后
陛
下
に
作
曲
を
お
勧
め
に

な
り
、
曲
が
誕
生
し
ま
し
た
。

〈山本直純氏〉
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◆
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　
一
般
事
務
：
若
干
名

　
建
築
：
１
名

　
保
健
師
：
若
干
名

　
消
防
吏
員
：
１
名

◆
受
験
資
格

●
一
般
事
務

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

●
建
築

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
二
級
建
築
士
の
資
格
を

有
す
る
者
ま
た
は
令
和
５
年
度
の
試

験
に
お
い
て
資
格
を
取
得
見
込
み
の

者
。

●
保
健
師

　

保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た

は
令
和
５
年
度
の
試
験
に
お
い
て
資

格
を
取
得
見
込
み
の
者
。

●
消
防
吏
員

　

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
次
の(

ア)

、(

イ)

の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
。

(

ア) 

救
急
救
命
士
の
資
格
を
有
す
る

者
ま
た
は
令
和
５
年
度
の
試
験
に
お

い
て
資
格
を
取
得
見
込
み
の
者
。

(

イ) 

普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
オ
ー

ト
マ
チ
ッ
ク
車
限
定
不
可
）
の
免
許

を
取
得
し
て
い
る
者
ま
た
は
採
用
の

日
ま
で
に
同
免
許
を
取
得
で
き
る
者
。

●
各
職
種
共
通

  

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
。

  

・
採
用
後
の
住
所
要
件

     

南
種
子
町
内
に
居
住
す
る
こ
と
。

◆
試
験
の
方
法

  
・
教
養
試
験

  
・
作
文
試
験

  
・
事
務
適
正
検
査 

  

・
総
合
検
査

  

・
面
接
試
験

  

・
体
力
試
験
（
消
防
吏
員
の
み
）

◆
試
験
日
時

●
体
力
試
験
（
消
防
吏
員
の
み
）

  　
令
和
６
年
１
月
20
日
（
土
）

  　
午
後
３
時
～
午
後
４
時

※
受
験
者
数
に
よ
っ
て
１
月
21
日

（
日
）
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
は
、
申
込
者
へ
通
知
し
ま
す
。

●
教
養
試
験
・
作
文
試
験
・
事
務
適

正
検
査
・
総
合
検
査
・
面
接
試
験

  　
令
和
６
年
１
月
21
日
（
日
）

  　
午
前
８
時
20
分　
受
付
開
始

◆
試
験
会
場

　
南
種
子
町
役
場

                 （
研
修
セ
ン
タ
ー
）

◆
提
出
書
類

①
受
験
申
込
書

②
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

③
最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書
ま
た
は

卒
業
見
込
証
明
書

④
免
許
証
な
ど
の
写
し
（
資
格
を
必

要
と
す
る
職
種
の
み
）

※
①
、
②
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
用

紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
申

込
書
な
ど
に
つ
い
て
は
、
直
接
入
手

の
ほ
か
、
郵
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
入
手
も
可
能
で
す
。

・
役
場
総
務
課
行
政
係
で
交
付

・
封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
書
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
返
信
用
封
筒
（
１
４
０

円
切
手
を
貼
付
し
宛
先
を
明
記
し
た

角
形
２
号
封
筒
）
を
同
封
し
送
付

・
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

◆
受
験
票
に
つ
い
て

　
申
込
書
を
受
理
し
た
際
は
、
申
込

者
に
対
し
受
験
票
を
交
付
し
ま
す
。

受
験
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
受
験
票

が
届
か
な
い
場
合
は
、
必
ず
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

　

12
月
１
日
（
金
）
か
ら

　

12
月
21
日
（
木
）
ま
で
（
必
着
）

　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分
ま
で

　
※
土
日
祝
日
を
除
く
。

◆
受
付
場
所

　

総
務
課
行
政
係
（
郵
送
可
）

◆
採
用
時
期

　
こ
の
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
令

和
６
年
４
月
１
日
を
採
用
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　

行
政
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
０
４
）

町
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

受
験
申
込
書
等
の
送
付
先

  

〒
８
９
１ ｰ 

３
７
９
２

   

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
南
種
子
町

　
　

中
之
上
２
７
９
３ 

番
地
１

 

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
受
験
申
込
書  

 

等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
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行政トピックス

　
鹿
児
島
県
で
は
、
医
療
的
ケ
ア
児
お

よ
び
そ
の
家
族
か
ら
の
一
元
的
な
相
談

対
応
や
情
報
提
供
、
関
係
機
関
と
の
連

絡
調
整
な
ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
鹿
児
島
県
医
療
的
ケ
ア
児
等
支
援

セ
ン
タ
ー
を
開
所
し
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
の
ス
タ
ッ
フ

が
、
医
療
的
な
ケ
ア
の
必
要
な
お
子
さ

ん
と
そ
の
家
族
、
支
援
関
係
者
の
皆
さ

ん
か
ら
の
様
々
な
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
お
子
さ
ん
が
成
人
に
な
っ
た
後
も

ご
利
用
で
き
ま
す
。相
談
は
無
料
で
す
。

◆
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
医
療
的
ケ
ア
児
等
支
援

　
セ
ン
タ
ー

　
鹿
児
島
市
桜
ケ
丘
６
丁
目
12

　
☎
０
９
９
（
８
１
４
）
７
４
１
８

　
メ
ー
ル
：kagoshim

a.ikeaji.sc

　

@
bird.ocn.ne.jp

　
南
種
子
町
福
祉
事
務
所

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
８
２
）

鹿
児
島
県
医
療
的
ケ
ア
児
等
支

援
セ
ン
タ
ー
開
所
に
つ
い
て

　
鹿
児
島
県
で
は
、
12
月
１
日
の
「
世

界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
を
挟
む
11
月
16
日

か
ら
12
月
15
日
ま
で
を
「
鹿
児
島
レ
ッ

ド
リ
ボ
ン
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

西
之
表
保
健
所
で
は
、
こ
の
月
間

中
に
エ
イ
ズ
の
休
日
検
査
を
実
施
し

ま
す
。

◆
日　

時　
12
月
３
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

◆
場　

所　
西
之
表
保
健
所

※
検
査
は
、
匿
名
・
無
料
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
時
間
は
１
時
間
程
度

で
す
。

※
検
査
を
ご
希
望
の
方
は
、
12
月
１

日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で
に
電
話
に

て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
西
之
表
保
健
所

　
☎
㉒
０
０
１
８

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
㉒
１
８
４
６

鹿
児
島
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン

月
間
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
「
枝
物
生
産
者
養
成
講
座
（
熊
毛
版
）」

の
受
講
者
募
集

　
熊
毛
流
域
森
林
・
林
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
と
鹿
児
島
県
園
芸
振
興
協
議
会
種

子
島
支
部
で
は
、
今
後
、
熊
毛
地
域
で

枝
物
（
シ
キ
ミ
、
サ
カ
キ
、
ヒ
サ
カ
キ

に
限
る
。）
栽
培
の
経
営
を
始
め
よ
う

と
す
る
方
な
ど
を
対
象
に
、
枝
物
栽
培

に
必
要
な
知
識
・
技
術
が
習
得
で
き
る

「
枝
物
生
産
者
養
成
講
座
（
熊
毛
版
）」

を
開
催
し
ま
す
。

◆
受
講
対
象
者

　

熊
毛
地
域
で
の
枝
物
生
産
に
強
い

　
意
欲
を
も
つ
方

◆
募
集
定
員

　
20
人
程
度

※
受
講
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
受

講
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
受
講
者
決
定

　

書
類
審
査
の
上
、
受
講
者
を
決
定

し
、
受
講
決
定
通
知
書
を
後
日
送
付

し
ま
す
。

◆
受
講
料
お
よ
び
負
担
金

　

無
料
（
た
だ
し
、
実
技
の
資
材
な

ど
は
自
己
負
担
）

◆
講
座
概
要

●
日
数
：
２
日
間

　
令
和
５
年
12
月
22
日
（
金
）

　
令
和
６
年
１
月
25
日
（
木
）

※
日
程
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

●
場
所
：
熊
毛
支
庁
お
よ
び
現
地

●
内
容
：
座
学
・
実
技
・
視
察

◆
受
講
申
込
み

　
受
講
申
込
書
を
熊
毛
流
域
森
林
・
林

業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
（
熊
毛

支
庁
林
務
水
産
課
）へ
提
出（
Ｆ
ａ
ｘ
可
）

※
受
講
申
込
書
は
、
役
場
総
合
農
政

課
林
務
水
産
係
に
も
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す
。

◆
申
込
み
締
め
切
り

　
12
月
１
日
（
金
）
必
着

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
毛
流
域
森
林
・
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
事
務
局
（
熊
毛
支
庁
林
務
水
産
課
内
）

　
☎
㉒
１
１
３
３

　
Ｆ
ａ
ｘ
㉒
０
４
７
４
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本
町
島
間
出
身
で
落
語
家
の

林
家
種
平
師
匠
を
、
ト
ン
ミ
ー

大
使
と
し
て
委
嘱
す
る
こ
と
と

な
り
、
９
月
21
日
（
木
）
町
長

室
に
お
い
て
、
委
嘱
状
の
交
付

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

種
平
師
匠
は
、
昭
和
44
年
に

故
林
家
三
平
師
匠
に
入
門
。
昭

和
49
年
に
二
ツ
目
、
昭
和
60
年

に
は
真
打
に
昇
進
さ
れ
、
現
在

も
独
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
嘱
状
交
付
後
の
あ
い
さ
つ

で
は
、
こ
れ
か
ら
広
く
南
種
子

町
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
種
子
町
で
は
、
町
の
素
晴

ら
し
さ
を
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
と

と
も
に
、
町
の
発
展
の
た
め
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
「
ト

ン
ミ
ー
大
使
」
の
制
度
を
平
成

４
年
に
制
定
し
て
お
り
、
種
平

さ
ん
を
含
め
現
在
14
人
の
方
に

委
嘱
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

林家種平師匠をトンミー大使に委嘱

　

種
平
師
匠
は
、
生
ま
れ
育
っ
た

南
種
子
に
恩
返
し
が
し
た
い
と
の

思
い
で
、
今
回
、
町
内
の
小
学
生

を
対
象
に
、
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
お
話
し
会
を
開
催
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
話
し
会
に
は
、
町
内
の
小
学

生
１
２
７
人
が
参
加
し
、
種
平
師

匠
の
分
か
り
や
す
く
楽
し
い
話
し

ぶ
り
に
触
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、

落
語
の
面
白
さ
を
感
じ
取
り
、
会

場
は
大
き
な
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
各
学
校
１
人
の
児
童

が
壇
上
に
上
が
り
、
扇
子
を
使
っ

て
、
な
い
も
の
を
あ
る
よ
う
に
見

せ
る
技
を
、
種
平
師
匠
に
教
わ
り

ま
し
た
。

広報みなみたね　2023 年 11 月号　08



行政トピックス
５
年
男
子

100 ｍ走 平原　蓮心 （長谷小） 15 秒 23

走り幅跳び 山本　海斗 （中平小） 3m59㎝

走り高跳び 井上　恭輔 （大川小） 1m11㎝

800 ｍ走 井上　恭輔 （大川小） 2 分 54 秒 13

５
年
女
子

100 ｍ走 原　望実 （茎南小） 15 秒 89

走り幅跳び 竹原　光都 （茎南小） 2m94㎝

走り高跳び 原　望実 （茎南小） 1m07㎝
800 ｍ走 日髙　咲希 （島間小） 3 分 28 秒 83

６
年
男
子

100 ｍ走 小山　楓斗 （中平小） 14 秒 06

走り幅跳び 志岐　蓮太 （中平小） 3m64㎝

走り高跳び 関　旺太郎 （中平小） 1m12㎝

60 ｍハードル走 小山　楓斗 （中平小） 10 秒 44

800 ｍ走 関　旺太郎 （中平小） 2 分 38 秒 57

６
年
女
子

100 ｍ走 髙木　美夜 （島間小） 15 秒 70

走り幅跳び 松村　杏奈 （島間小） 3m22㎝

走り高跳び 白川　華乃 （中平小） 1m00㎝

60 ｍハードル走 西園　心音 （大川小） 13 秒 15

800 ｍ走 髙木　美夜 （島間小） 3 分 0 秒 30

5・6 年男子 400 ｍリレー 中平小学校 57 秒 90

5・6 年女子 400m リレー 島間小学校 1 分 03 秒 86

5・6 年混合 400 ｍリレー 茎南小学校 1 分 03 秒 35

　
10
月
12
日
（
木
）、
町
小
学
校
陸
上

記
録
会
が
町
営
陸
上
競
技
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く

の
保
護
者
な
ど
が
応
援
に
駆
け
付
け
、

爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
子
ど
も

た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分

発
揮
し
、
新
記
録
も
出
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
１
位
の
み
掲
載
。
敬
称
略
）

※
タ
イ
ム
の
青
色
は
新
記
録

町
小
学
校
陸
上
記
録
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

町
小
学
校
陸
上
記
録
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

〈選手宣誓：古市海翔さん〉〈選手宣誓：古市海翔さん〉
　　　　　（西野小 6 年）　　　　　（西野小 6 年）
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９
月
13
日
（
水
）、
有
機
農
業
を

知
っ
て
も
ら
い
給
食
へ
の
食
材
の
充

実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
ト
ン
ミ
ー

市
場
生
産
者
を
中
心
に
有
機
農
業
に

興
味
の
あ
る
方
へ
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
農
業
者
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
農
政

普
及
課
（
県
有
機
普
及
員
）
満
吉
俊

也
氏
よ
り
「
土
づ
く
り
と
雑
草
対
策
」

「
秋
冬
野
菜
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て

の
基
本
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
後
、
２
回
目
の
農
業
者
研
修
会

も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
日
程
が

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
21
日
～
23
日
に
は
効

果
的
な
農
産
物
の
生
産
販
売
戦
略
を

立
案
す
る
た
め
、
鹿
児
島
大
学
農
学

部
と
の
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
、

学
生
20
人
が
来
島
し
島
民
の
消
費
行

動
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
22
日
に
は

生
産
者
や
消
費
者
、
協
議
会
関
係
者

な
ど
が
参
加
し
て
、
鹿
児
島
大
学
農

学
部
の
李
哉
泫
教
授
に
よ
る
講
演
の

あ
と
、
学
生
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
南
種
子
町
が
取

り
組
む
べ
き
有
機
農
業
の
あ
り
方
や

農
産
物
の
流
通
な
ど
に
つ
い
て
、
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

南種子町有機農業推進協議会
（役場総合農政課内）
☎ 26-1111（内線 314）

南種子町南種子町
有機農業推進協議会有機農業推進協議会
InstagramInstagram

〈李哉泫教授による講演〉

〈農業者研修会の様子〉

　

本
町
の
ト
ン
ミ
ー
大
使
で
あ
る
寺

門
邦
次
氏
が
顧
問
を
務
め
る
三
友
商

事
株
式
会
社
か
ら
、
南
種
子
町
の
感

染
症
対
策
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、

オ
ゾ
ン
の
力
で
空
気
を
清
潔
に
保
つ

「
オ
ゾ
ン
除
菌
脱
臭
機
（
エ
ア
バ
ス

タ
ー
）」
を
10
台
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

エ
ア
バ
ス
タ
ー
は
、
空
気
中
の
酸

素
を
も
と
に
オ
ゾ
ン
を
作
り
出
し
、

除
菌
・
脱
臭
後
は
酸
素
に
戻
る
こ
と

か
ら
、
安
心
・
安
全
に
使
用
で
き
る

除
菌
・
脱
臭
機
で
す
。

　

　

河
内
温
泉
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
、

公
立
種
子
島
病
院
な
ど
、
町
の
施
設

に
配
置
し
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

貴
重
な
寄
贈
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

オ
ゾ
ン
除
菌
・
脱
臭
機
「
エ
ア
バ
ス
タ
ー
」
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

〈温泉センター待合〉〈公立種子島病院受付〉



♢
認
知
症
カ
フ
ェ
♢

♢
認
知
症
カ
フ
ェ
♢

　
町
で
は
、
毎
月
第
３
月
曜
日
に

認
知
症
カ
フ
ェ
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
認
知
症
カ
フ
ェ
と
は
、
認
知

症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域
の
人

が
誰
で
も
参
加
で
き
る
「
集
い
の

場
」
で
す
。

　
偶
数
月
は
、
室
内
で
の
製
作
活

動
が
中
心
の「
さ
ん
だ
ん
カ
フ
ェ
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
、
季
節
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、
石
こ

ろ
ア
ー
ト
、
万
華
鏡
な
ど
を
作
製

し
ま
し
た
。

　
奇
数
月
は
、
外
で
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
が
中
心
の
「
よ
ん
だ
ん

カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

男
性
の
方
も
楽
し
ん
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
季
節
を
感
じ

る
夏
祭
り
や
運
動
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
夏
休
み
中
の
小
学
生
や
大

学
生
に
も
声
を
か
け
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　
専
門
職
に
相
談
も
で
き
ま
す
の

で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

〈運動会〉 〈夏祭り〉

南
種
子
町
で
開
催
す
る

　

新
し
い
冬
の
イ
ベ
ン
ト
！

南
種
子
町
に
新
し
い
風
！

　
「
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
ラ
イ
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３
」
が
、
12
月

に
南
種
子
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
！

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、宇
宙
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
南
種
子
町
の
市
街
地
や
千

座
の
岩
屋
で
行
わ
れ
、
観
光
客
は
も

ち
ろ
ん
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
宇
宙

セ
ン
タ
ー
と
市
街
地
を
巡
っ
て
い
た

だ
き
、
町
に
活
気
と
賑
わ
い
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
新
し
い
風
を
取
り
入
れ

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

サ
ッ
ト
ク
ル
ー
募
集
！ 

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
一
緒
に
盛
り
上

げ
て
く
だ
さ
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
中
で

す
。
開
催
に
向
け
て
の
準
備
や
、
当
日

の
運
営
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

役
割
で
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
新
し
い
試
み
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
、皆
さ
ん
の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

　

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト

を
成
功
さ
せ
る
手
伝
い
を
し
て
く
れ

る
方
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

情
報
は
こ
こ
で
ゲ
ッ
ト
！ 

　

種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
じ
で

す
か
？
町
立
図
書
館
の
目
の
前
の
黒

い
建
物
で
す
。
近
く
に
お
越
し
の
際

は
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
～
す
。

【
サ
ッ
ト
ク
ル
ー
活
動
期
間
】

　

11
月
15
日（
水
）～
12
月
24
日（
日
）

※
空
い
た
時
間
に
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
！

作品制作をサポートするサットクルー
（2022）
謝金：基本時給 1,000 円

（8 時間以上 1,250 円、22 時以降 1,500 円）
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宇宙のまち話題

　東京都にお住まいの住吉正太郎さんから、木
工細工の玩具をたくさんいただきました。
　住吉さんは、東京都で木工工房を営んでおり、
公立種子島病院に非常勤で勤務されている桧山
孝美先生とのご縁で、寄贈いただいたもので、
昨年の３月に続き２回目の寄贈となります。
　いただいた木工玩具は、あおぞら保育園と病
後児保育所ひだまり（公立種子島病院内）にお
いて、子ども達の豊かな感性を育む木育に活用
させていただきます。

木工玩具のプレゼント木工玩具のプレゼント
　9 月 28 日（木）、屋久島町で熊毛地区中学
校駅伝競走大会が行われ、男子は６区間 20㎞、
女子は５区間 12㎞で健脚が競われました。
　今年度からクラブチーム TTC で参加し、男子
は第 3 位（６校 6 チーム）、女子は優勝（６校
６チーム）するという素晴らしい成績を収めま
した。
　優勝した女子チームは、11 月 9 日（木）に
指宿市で開催される県大会に出場します。県大
会での活躍を期待します。

熊毛地区中学校駅伝競走大会熊毛地区中学校駅伝競走大会

　９月 26 日（火）、町福祉センターおよび前之峯
ゲートボール場において、生産者大会が４年ぶり
に開催されました。会場には、生産農家や各関係
機関から、約 150 人が参加し、大会では、各部門
別の表彰や、（株）ＪＡ物流かごしまの永田氏に
よる「土壌診断と土づくり」をテーマにした講演
が行われ、最後に大会スローガンが採択されまし
た。また、午後からはたくさんのチームが参加の
もと、ゲートボールを通して親睦が深められ、会
場は賑やかな雰囲気に包まれました。

町きび・甘しょ振興会生産者大会開催町きび・甘しょ振興会生産者大会開催

、

　8 月 26 日（土）に町剣道連盟によるボラン
ティア活動が行われました。
　剣道連盟が日頃より練習拠点としている、南
種子中学校格技場周辺の清掃活動を、会員総出
で行いました。夏の暑い中ではありましたが、
おかげで施設もきれいになり、他の利用者も、
気持ち良く施設を使用することができます。
　剣道連盟のみなさん、ありがとうございまし
た。今後のなお一層のご活躍を祈念いたしま
す。

剣道連盟ボランティア活動剣道連盟ボランティア活動
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Photo News
Photo News

　10 月 1 日（日）門倉岬において、鉄砲伝来記念式典が開
催されました。1543 年に門倉岬に鉄砲が伝来し、今年で
480 年になります。近年はコロナの影響で開催できていませ
んでしたが、今年は４年ぶりに開催することができました。
　種子島火縄銃南種子保存会南部鉄砲隊による火縄銃の一
斉試射を合図に神事がスタート。終了後には、中央認定子
ども園の園児による「こども鉄砲隊」模擬銃試射が行なわ
れました。その後、鉄砲隊による古式流儀保存試射が行わ
れ、鉄砲伝来の地に火縄銃の轟音が響き渡りました。

鉄砲伝来記念式典鉄砲伝来記念式典

　10 月 1 日（日）榕城小学校において、第 17
回春季全日本・第 34 回全九州小学生選抜ソフ
トボール大会種子島地区予選会が開催され、春
陽ソフトボールスポーツ少年団が優勝（3 連
覇）しました。
　春陽ソフトボールスポーツ少年団は、来たる
11 月 26 日（日）霧島市春山緑地公園で開催さ
れる鹿児島県予選会に種子島代表として出場し
ます。
　県大会での更なる飛躍を祈念しております。

春陽ソフトボールスポーツ少年団 3 連春陽ソフトボールスポーツ少年団 3 連覇 !!覇 !!
　10 月 16 日（月）、町長室において青年等就農
計画認定書授与式が行なわれました。認定を受け
たのは、今回農業経営を開始した、四元信浩さん

（上中）です。スナップエンドウやオクラの作付
をメインに就農する計画で、今後の規模拡大を目
標としていることから就農計画が認定され、地域
農業の担い手としても期待されます。式では、小
園裕康町長より認定証が授与され、四元さんより

「先輩農業者の指導を仰ぎながら、地域の担い手に
なれるよう頑張ります」と決意が述べられました。

青年等就農計画認定書授与式青年等就農計画認定書授与式
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InformationInformation
陸
上
自
衛
隊
第
８
師
団

装
備
品
展
示
に
つ
い
て

　

陸
上
自
衛
隊
第
８
師
団

に
よ
る
陸
上
自
衛
隊
装
備

品
展
示
を
実
施
し
ま
す
。

◆
日
時

　
11
月
６
日
（
月
）

　
９
時
～
17
時

◆
場
所

　
あ
お
ぞ
ら
広
場

◆
内
容

・
陸
上
自
衛
隊
車
両
の
展
示

・
自
衛
隊
の
制
服
試
着

   （
子
供
用
）

・
自
衛
隊
体
験
イ
ベ
ン
ト

◆
そ
の
他

・
当
日
の
写
真
撮
影
は
自
由

で
す
。

・
11
月
10
日
（
金
）
18
時
か

ら
種
子
島
こ
り
ー
な
に
お

い
て
、
第
８
音
楽
隊
に
よ

る
音
楽
演
奏
会
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
参
加
費
は
無
料

で
す
。
今
年
最
後
の
自
衛

隊
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方

協
力
本
部
種
子
島
駐
在
員
事

務
所
☎
㉓
０
２
９
９

★
本
町
出
身
隊
員
紹
介
★

向
江
通
孝
さ
ん
（
茎
永
出

身
）
３
等
陸
曹

陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯
地

第
12
普
通
科
連
隊
第
３
中

隊
で
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

種
子
島
で
災
害
な
ど
が
発

生
し
た
際
に
派
遣
さ
れ
る

第
12
普
通
科
連
隊
第
３
中

隊
の
部
隊
で
、
中
核
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

～
相
談
無
料
・
予
約
不
要
～

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
無
料
相

談
会
に
つ
い
て

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
鹿

児
島
弁
護
団
に
よ
る
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

給
付
金
、
医
療
費
助
成

な
ど
、
Ｂ
型
肝
炎
に
関
す

る
こ
と
を
お
気
軽
ご
相
談
・

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日
時
・
会
場

11
月
４
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
正
午

　
中
種
子
町
中
央
公
民
館

11
月
11
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
正
午

　
西
之
表
市
民
会
館

◎
問
＝
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟

鹿
児
島
県
弁
護
団
（
岡
千
尋
法

律
事
務
所
）
☎
㉘
３
９
６
９

11
月
は
「
労
働
保
険
未

手
続
事
業
一
掃
強
化
月

間
」
で
す

　　

１
人
で
も
労
働
者
を
雇

用
し
て
い
る
事
業
主
は
労

働
保
険
（
労
災・雇
用
保
険
）

に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

労
災
保
険
は
、
労
働
者

の
業
務
中
ま
た
は
通
勤
時

の
災
害
に
対
し
、
雇
用
保

険
は
、
労
働
者
が
失
業
し

た
、
ま
た
は
育
児
休
業
や

介
護
休
業
に
よ
り
賃
金
が

低
下
し
た
場
合
な
ど
に
必

要
な
給
付
な
ど
を
行
な
い

ま
す
。
ま
た
、
事
業
所
向

け
に
は
各
種
助
成
金
の
支

給
を
行
な
い
ま
す
。

　

ま
だ
加
入
手
続
き
が
お

済
み
で
な
い
事
業
主
の
方

は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
ま
た
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
鹿
児
島
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
室

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
６

鹿
児
島
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
９
９
（
２
１
４
）
９
１
７
５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
毛

☎
㉒
１
３
１
８

～
受
講
料
無
料
～

パ
ソ
コ
ン
訓
練
生
募
集

（
求
職
者
支
援
訓
練
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
毛
で

は
、
再
就
職
・
転
職
を
目

指
し
て
い
る
方
を
対
象
に

求
職
者
支
援
訓
練
パ
ソ
コ

ン
実
践
科
の
訓
練
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
訓
練
を

通
し
、
文
書
処
理
・
表
計

算
な
ど
の
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
一
定
の
要
件
を

満
た
し
た
場
合
、
10
万
円

の
給
付
金
を
受
給
し
な
が

ら
、
訓
練
を
受
講
す
る
制

度
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
訓
練
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
募
集
期
間

　
11
月
８
日
（
水
）
ま
で

◆
訓
練
期
間

　
12
月
１
日
（
金
）
～

　
令
和
６
年
３
月
29
日（
金
）

　
原
則  

月
～
土

　
（
９
時
～
11
時
50
分
）

◆
定
員　

15
人

◆
訓
練
場
所

　
コ
ス
モ
学
院（
西
之
表
市
）

◆
選
考
試
験

　
11
月
15
日
（
水
）
面
接
の
み

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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◎
問
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
毛

☎
㉒
１
３
１
８

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
の
人

権
擁
護
機
関
で
は
、
女
性

を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問

題
の
解
決
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化

週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
問
い
ま
せ

ん
。
相
談
に
は
、
法
務
局

職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委

員
が
応
じ
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

◆
期
間

　
11
月
15
日
（
水
）
か
ら

　
11
月
21
日
（
火
）
ま
で

◆
時
間

【
平
日
】

　
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
午
後
７
時
ま
で

【
土
曜
日
・
日
曜
日
】

　
午
前
10
時
か
ら

　
午
後
５
時
ま
で

◆
電
話
番
号

０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続

で
き
ま
せ
ん
。

◎
問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
９
（
２
５
９
）
０
６
８
４

令
和
６
年
の
「
裁
判
員

候
補
者
」
ま
た
は
「
検

察
審
査
員
候
補
者
」
に

選
ば
れ
た
皆
さ
ま
へ

　　

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、

選
挙
権
を
有
す
る
県
民
の

中
か
ら
く
じ
で
選
定
さ
れ

ま
す
。
選
定
さ
れ
た
候
補
者

の
方
へ
は
、
11
月
中
旬
ご
ろ

に
「
裁
判
員
候
補
者
名
簿
へ

の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
ま
た

は
「
検
察
審
査
員
候
補
者
名

簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」

が
届
き
ま
す
。

　

国
民
が
司
法
に
参
加
す

る
２
つ
の
制
度
で
す
。
ぜ

ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
だ
さ
い
。

◎
問
＝
【
裁
判
員
】
鹿
児
島

地
方
裁
判
所
刑
事
部
裁
判
員
係

☎
０
９
９
（
２
２
２
）
７
１
５
７

【
検
察
審
査
員
】
鹿
児
島
検

察
審
査
会
事
務
局

☎
０
９
９
（
８
０
８
）
３
７
１
９

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊

秋
募
集
説
明
会

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力

機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、

開
発
途
上
国
で
現
地
の
人
々

と
同
じ
生
活
を
し
な
が
ら
共

に
働
き
、
人
づ
く
り
国
づ
く

り
に
後
見
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

秋
募
集
の
期
間
中
、
鹿

児
島
市
に
て
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
帰
国
し
た
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
か
ら

現
地
の
話
を
聞
い
て
み
ま

せ
ん
か
？
応
募
に
関
す
る

詳
し
い
情
報
を
得
る
絶
好

の
機
会
で
す
。
参
加
無
料
、

予
約
な
ど
必
要
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◆
会
場

　
鹿
児
島
市
立
天
文
館
図
書
館

　
４
階
交
流
ス
ペ
ー
ス

◆
開
催
日
時

　

11
月
26
日
（
日
）

　
午
後
３
時
～
午
後
５
時

◆
秋
募
集
応
募
受
付
期
間

　
11
月
１
日
（
水
）
～

　
12
月
11
日
（
月
）

◎
問
＝
（
特
非
）
九
州
海
外

協
力
協
会
（
業
務
委
託
先
）

☎
０
９
２
（
７
１
０
）
５
３
１
０

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.jica.go.jp/volunteer/



　
９
月
17
日（
日
）に
５
年
ぶ
り
の
島
間
小
学
校・

島
間
地
区
合
同
大
運
動
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う
に
地
域

の
種
目
も
盛
り
だ
く
さ
ん
に
行
わ
れ
、
昼
食
を

挟
ん
で
の
正
に
大
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
催
を
喜
ぶ
保
護
者
・
地
域
の
方
々
の
声
と

笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
、
ず
っ
と
こ
の
日
を

待
っ
て
い
て
く
れ
て
い
た
の
だ
と
実
感
す
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。
何
よ
り
も
、
秋
晴
れ
の
中

で
学
校
と
地
域
が
一
つ
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち

が
元
気
い
っ
ぱ
い
全
力
で
走
り
、
全
身
で
表
現

し
、
一
人
一
人
の
心
に
残
る
思
い
出
深
い
運
動

会
と
な
っ
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

島間島間小学校小学校

　

10
月
12
日
（
木
）
に
、
今
年
度
３
回
目
の
魚

釣
り
ク
ラ
ブ
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
川
小
学
校
で
は
、
魚
釣
り
ク
ラ
ブ
（
ク
ラ

ブ
活
動
）
が
伝
統
的
な
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
一

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
３
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
児
童
14
人
が
大
物
を
釣
り
上
げ
よ
う

と
、
大
川
漁
港
で
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
今
回
で
３

回
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、「
こ
こ
が
釣
れ
る
ポ

イ
ン
ト
だ
よ
ね
」「
あ
の
穴
の
中
に
入
れ
て
み
よ

う
か
な
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
海
と
の
会
話
を
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。留
学
生
も
地
元
児
童
も
、

魚
釣
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
大
川
の
海
の
豊
か
さ

を
実
感
で
き
る
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
の
ク
ラ
ブ
活
動
が
、
今
年
度
最
後
の
魚

釣
り
ク
ラ
ブ
と
な
り
ま
す
。
み
ん
な
で
大
川
の

豊
か
な
海
を
満
喫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

延
期
の
相
次
い
だ
本
校
の
運
動
会
が
、
９
月
24
日

（
日
）
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
地
区
と
の

合
同
開
催
は
な
く
な
り
、
学
校
単
独
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ

う
と
、
全
力
で
頑
張
り
ま
し
た
。
留
学
生
の
子
も
伝

統
芸
能
「
ひ
ょ
う
た
ん
踊
り
」｢

棒
踊
り｣

を
、
地
元

の
子
と
一
緒
に
堂
々
と
披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、中
学
生
も
、棒
踊
り
へ
の
参
加
の
み
な
ら
ず
、

道
具
の
準
備
や
片
付
け
な
ど
係
と
し
て
の
仕
事
も
率

先
し
て
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
前
日

ま
で
の
雨
で
緩
ん
で
い
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
、
開
始
時

刻
ま
で
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
保
護
者
、
教
職
員

と
い
っ
し
ょ
に
作
業
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

様
々
な
方
々
に
助
け
ら
れ
、
す
ば
ら
し
い
運
動
会

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

茎南茎南小学校小学校
創
立
１
５
０
周
年
記
念　

秋
季
大
運
動
会

魚
釣
り
ク
ラ
ブ

５
年
ぶ
り
の
校
区
合
同
大
運
動
会

大川大川小学校小学校

　
恒
例
の
郷
土

の
踊
り
は
、
今

年
度
か
ら
「
相

撲
取
り
節
」
に

な
り
、
田
尾
集

落
保
存
会
の

方
々
に
よ
る
ご

指
導
の
お
か
げ

で
、
す
ば
ら
し

い
発
表
が
で
き

ま
し
た
。
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９
月
17
日
（
日
）
快
晴
の
下
、
花
峰
小
・
下
中
校

区
合
同
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
精
一
杯
の
演
技
や
競
技
を
披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。
４
年
ぶ
り
の
合
同
開
催
に
多
く
の
下
中
地
域

の
皆
さ
ま
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い

の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、た
く
さ
ん
の
方
々

が
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
温
か
い
応
援
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
杉
の
緑
門
や
万
国
旗
設
置
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
。
我
が
子
が
活
躍
す
る
姿
を
楽

し
み
に
お
い
で
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
皆
さ
ま
。
会

場
設
営
か
ら
当
日
の
係
員
と
し
て
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
有
志
の
皆
さ
ま
。
元
気
を
も
ら
い
に
来
た
と

お
っ
し
ゃ
る
老
盛
会
会
員
の
皆
さ
ま
。

　
お
い
で
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
皆
さ
ま
に
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。花峰花峰小学校小学校

１
４
４
年
の
歴
史
と
伝
統
に
支
え
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
同
大
運
動
会

　
本
校
は
、10
月
10
日
（
火
）
～
10
月
27
日
（
金
）

を
読
書
旬
間
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
１

人
２
冊
、
週
末
は
３
冊
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
し
、

毎
日
、
朝
か
ら
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
本

を
借
り
る
た
め
、
図
書
館
で
は
行
列
が
で
き
て

い
ま
す
。

　

毎
月
第
２
土
曜
日
の
朝
活
動
は
、
読
み
聞
か

せ
グ
ル
ー
プ
「
ひ
だ
ま
り
」
に
よ
る
読
み
聞
か

せ
で
す
。「
ひ
だ
ま
り
」
の
方
々
が
、
学
校
応

援
団
と
し
て
来
校
し
、
毎
回
、
創
意
工
夫
し
な

が
ら
子
ど
も
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

14
日
（
土
）
も
素
敵
な
お
話
の
世
界
に
子
ど
も

た
ち
は
引
き
込
ま
れ
、
心
温
ま
る
時
間
で
し
た
。

楽
し
い
読
み
聞
か
せ

　
10
月
６
日(
金)

に
生
徒
会
立
会
演
説
会
と
投
票

を
南
種
子
中
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

立
候
補
者
10
人
は
、
そ
れ
ま
で
ポ
ス
タ
ー
製
作

や
給
食
時
間
の
放
送
演
説
な
ど
で
自
分
の
想
う
事

を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
立
会
演
説
会
で
は
、 

充
実
し

た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
中
学
校
の
現
状

の
課
題
や
未
来
の
展
望
を
交
え
、
具
体
的
な
提
案

を
熱
く
語
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
お
借
り

し
た
記
載
台
と
投
票
箱
を
使
っ
て
、
投
票
を
行
い

ま
し
た
。

　

生
徒
全
員
が
「
自
分
た
ち
の
学
校
を
よ
り
良
い

学
校
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
強
く
感
じ
る
時

間
で
し
た
。

南
種
子
中
の
未
来
を
託
し
て

南種子南種子中学校中学校

中平中平小学校小学校
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ＮＮ--

Ⅰ
ロ
ケ
ッ
ト
と

Ⅰ
ロ
ケ
ッ
ト
と

　

Ｈ

　

Ｈ--

Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
を
見
て
み
よ
う
！

Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
を
見
て
み
よ
う
！

　
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
は
、
白
い

大
き
な
Ｎ-

Ⅰ
ロ
ケ
ッ
ト
の
実
物
大
模

型
（
全
長
約
32
・
６
㍍
、
外
径
約
２
・

４
㍍
）
が
そ
び
え
た
ち
、
宇
宙
科
学
館

を
訪
れ
る
来
館
者
の
方
へ
の
目
印
に

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ-

Ⅰ
ロ
ケ
ッ
ト
は

米
国
の
デ
ル
タ
ロ
ケ
ッ
ト
の
技
術
を
導

入
し
開
発
し
た
３
段
式
ロ
ケ
ッ
ト
で
、

１
９
７
５
～
１
９
８
２
年
の
間
に
打
ち

上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
宇
宙
科
学
技
術
館
に
隣
接
し
た
芝
生

広
場
に
は
、
１
９
９
４
～
１
９
９
９
年

に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
た
全
長
約
50
㍍

の
巨
大
な
Ｈ-

Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
の
実
物
大

模
型
が
横
た
わ
っ
て
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
Ｈ-

Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
部
品

か
ら
打
上
げ
の
技
術
ま
で
、
全
て
日
本

の
技
術
を
使
用
し
た
初
め
て
の
「
純
国

産
」
の
ロ
ケ
ッ
ト
で
す
。
そ
し
て
宇
宙

セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
ロ
ケ
ッ
ト
ガ
レ
ー

ジ
に
は
、
Ｈ-

Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
７
号
機
の

実
機
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
施
設
案
内

バ
ス
ツ
ア
ー
に
ご
参
加
い
た
だ
く
と
見

学
が
可
能
で
す
。

　
海
外
か
ら
の
参
加
者
も
絶
え
な
い
人

気
の
ツ
ア
ー
に
お
い
て
、
長
年
の
人
気

を
誇
る
本
物
の
ロ
ケ
ッ
ト
機
体
を
間
近

で
見
学
で
き
る
機
会
を
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
れ
ぞ
れ
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
機
体
の
色

の
違
う
理
由
や
Ｎ-

Ⅰ
ロ
ケ
ッ
ト
が
打

ち
上
げ
ら
れ
て
い
た
中
型
ロ
ケ
ッ
ト
発

射
場
の
か
つ
て
の
様
子
な
ど
、
ロ
ケ
ッ

ト
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
深
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ツ
ア
ー
の
ご
予
約

は
宇
宙
科
学
技
術
館
☎
㉖
９
２
４
４

（
９
時
30
分
～
16
時
30
分
、
月
曜
休
、

そ
の
他
に
臨
時
休
館
あ
り
）
に
て
承
っ

て
お
り
ま
す
。

「
＃
ス
ペ
ー
ス
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
を
応
援
し
よ

「
＃
ス
ペ
ー
ス
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
を
応
援
し
よ

う
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ご
紹
介

う
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ご
紹
介

　　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
は
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
「
き
ぼ
う
」
日
本
実
験
棟
で

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
遂
行
す
る
宇
宙
飛
行
士

や
、
有
人
宇
宙
活
動
を
最
前
線
で
支
え

る
地
上
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
材
が
チ
ー
ム
と
し
て
集
結

し
、
日
本
代
表
と
し
て
有
人
宇
宙
活
動

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
み
続
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
現
在
は
古
川
聡
宇
宙
飛
行
士
が

Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
長
期
滞
在
し
、
活
動
中
で
す
。

　
そ
ん
な
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
有
人
宇
宙
活
動

チ
ー
ム
『
ス
ペ
ー
ス
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
』
に

向
け
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
。
Ⅹ
（
旧
Ｔ
ｗ

ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
で
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
『
♯

ス
ペ
ー
ス
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
を
応
援
し
よ

う
』
を
つ
け
て
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
ま
し
ょ
う
！

～
宇
宙
サ
イ
エ
ン
ス
Ｌ
Ａ
Ｂ
ツ
ア
ー　

～
宇
宙
サ
イ
エ
ン
ス
Ｌ
Ａ
Ｂ
ツ
ア
ー　

　
　

参
加
者
が
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
～

　
　

参
加
者
が
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
～

　　
南
種
子
町
に
宇
宙
学
校
を
設
立
す
る

試
み
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
、「
宇
宙

サ
イ
エ
ン
ス
Ｌ
Ａ
Ｂ
ツ
ア
ー
」
の
参
加

者
が
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、

宇
宙
科
学
技
術
館
の
見
学
や
施
設
案
内

バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

竹
崎
観
望
台
で
は
講
義
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
ツ
ア
ー
は
小
学
３
年
生
以
上
～
高

校
生
と
保
護
者
を
対
象
に
実
施
さ
れ
、

町
か
ら
の
参
加
者
を
含
む
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
約
60
人
が
南
種
子
町
自
然
の
家

や
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
る
様
々

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
宇
宙
を
含

む
科
学
に
関
す
る
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
将
来
は
ロ
ケ
ッ
ト
を

つ
く
る
人
に
な
り
た
い
」「
種
子
島
に
家

族
で
移
住
し
た
い
」
な
ど
笑
顔
で
語
る
様

子
が
見
ら
れ
、
種
子
島
に
お
け
る
学
び
を

楽
し
む
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

宇宙宇宙
センターセンター
ニュースニュース

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244
（内容は 10 月 10 日現在）

N-1 ロケットの
実物大模型

キャンペーン
解説ページは

こちら！

H-II ロケット７号機の機体
（ロケットガレージにて展示）

竹崎展望台記者会見室で実施され
たプレゼンテーション大会の様子
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検
査
の
時
間

検
査
の
時
間

　
　
　

公
立
種
子
島
病
院

臨
床
検
査
技
師　
上
加
世
田　
宜
樹

　
皆
さ
ま
が
来
院
さ
れ
て
、採
血
さ
れ
た
後
、

尿
を
出
さ
れ
た
後
、
結
構
長
い
時
間
お
待
ち

に
な
り
ま
す
ね
。
今
回
は
そ
ん
な
待
ち
時
間

の
１
つ
、
検
査
に
か
か
る
時
間
に
つ
い
て
お

話
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
血
液
の
検
査
に
つ
い
て
、
血
液
の
検

査
は
大
き
く
分
け
て
２
つ
あ
り
ま
す
。
病
院

内
で
行
う
検
査
と
外
部
に
委
託
す
る
検
査
で

す
。
委
託
し
た
分
は
次
の
来
院
時
に
結
果
を

聞
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
が
待
つ
こ
と
に
な
る
病
院
の
血
液

検
査
は
５
つ
。
１
つ
め
末
梢
血
液
、
こ
れ
は

貧
血
に
関
す
る
赤
血
球
、
感
染
症
や
炎
症
に

関
す
る
白
血
球
、
血
の
止
ま
り
方
に
関
す
る

血
小
板
、
こ
れ
ら
の
数
や
種
類
を
調
べ
る
検

査
で
す
。
こ
の
検
査
は
血
液
が
届
い
て
直
ぐ

に
行
え
る
の
で
数
分
で
結
果
が
出
ま
す
。
２

つ
め
、
身
体
の
状
態
を
調
べ
る
生
化
学
、
ま

ず
血
液
が
届
く
と
固
ま
る
ま
で
５
～
20
分
ほ

ど
待
ち
ま
す
。（
個
人
差
が
あ
り
ま
す
）
固

ま
っ
た
ら
遠
心
に
６
～
７
分
、
そ
こ
か
ら
電

解
質
（
体
の
維
持
に
必
要
な
ミ
ネ
ラ
ル
）
の

検
査
が
加
わ
る
と
更
に
数
分
、
こ
れ
が
終

わ
っ
て
よ
う
や
く
生
化
学
検
査
に
入
り
ま

す
。
お
お
よ
そ
20
分
ほ
ど
、
合
計
で
小
一
時

間
に
な
り
ま
す
。
３
つ
め
は
血
液
の
固
ま
り

方
を
調
べ
る
検
査
、
こ
れ
は
10
数
分
か
か
り

ま
す
。
４
つ
め
に
肝
炎
な
ど
の
感
染
症
を
調

べ
る
検
査
、
こ
れ
は
20
分
ほ
ど
で
す
。
５
つ

め
血
液
型
や
輸
血
の
検
査
、
こ
れ
ら
の
検
査

は
そ
れ
ぞ
れ
30
分
か
ら
１
時
間
前
後
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
基
本
的
な
末
梢
血
液
と
生
化

学
の
検
査
だ
け
で
も
早
く
て
30
～
40
分
ほ
ど

の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
で
す
が
不
運
に
も

血
球
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
適
量
で
な

か
っ
た
場
合
は
、
採
血
か
ら
の
採
り
直
し
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
検
査
の
途
中
で
血
液
が
固

ま
っ
た
と
き
も
、
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
そ
し
て
尿
の
検
査
は
、
一
般
的
な
検

査
が
数
分
、詳
し
い
検
査
が
10
数
分
で
す
が
、

実
際
に
は
血
液
検
査
の
合
間
に
尿
検
査
を
行

い
ま
す
か
ら
、
も
っ
と
多
く
の
時
間
が
か
か

り
ま
す
。

　
最
後
に
、
血
液
や
尿
の
検
査
は
相
応
の
時

間
を
要
し
て
結
果
が
出
る
と
お
考
え
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

【11 月の診療体制】
診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

 9 時～
     12 時  
受付
7 時 30 分   
　～11 時

小児科 鹿大派遣医師 德永 （野田） 德永
鹿大派遣医師

内科
藤原
小栁

德永
（野田）

德永
（野田）

小栁

藤原
（野田）

小栁

德永

（野田）

藤原ペイン外来
眼科・耳鼻咽喉
科・消化器内科 鹿大　眼科　 6 日～7 日

20 日～21日
○毎週

鹿大 耳鼻咽喉科 消化器内科 
カメラ検査整形外科

リウマチ科
○毎週

整形医師
中島

2 日・16 日

診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

14 時～　
　１７時

受付
8 時 30 分
   ～16 時

小児科 德永 德永 （野田） 德永
鹿大派遣医師

德永
（循環器・発達・その他）

内科
藤原 鹿大派遣医師 （野田） 藤原

小栁
（野田） （野田）　小栁 （野田）　小栁

眼科・耳鼻咽喉
科・消化器内科 鹿大　眼科 6 日～7 日

20 日～21日
〇毎週

鹿大 耳鼻咽喉科 消化器内科 
カメラ検査整形外科

リウマチ科
中島

2 日・16 日

午  前

午  後

火曜日の整形外科の受診を希望される方は､ 必ず来院前に電話でのお問い合わせをお願いします。

※野田先生の診療日：6 日（月）午後～10 日（金）午前、27 日（月）午後～12 月1日（金）午前 
※11/5（日）は当番医
※ 11/1、11/15、11/22：午後の外来診療は休診。11/8、11/29：午後の外来診療は予約患者のみ。
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ジ
ュ
ニ
ア
学
芸
員
講
座
「
横
峯
遺

跡
で
遊
ぼ
う
！
～
植
物
観
察
会
～
」

　
９
月
16
日
（
土
）
ジ
ュ
ニ
ア
学
芸
員

講
座
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
講
座
は

「
横
峯
遺
跡
で
遊
ぼ
う
！
」
を
テ
ー
マ

に
、
鹿
児
島
大
学
国
際
島
嶼
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
の
鈴
木
英
治
先
生

に
解
説
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
昨
年
国

史
跡
に
指
定
さ
れ
た
横
峯
遺
跡
と
そ
の

周
辺
の
植
物
観
察
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
横
峯
遺
跡
発
掘
調
査
か
ら
、
種
子
島

の
旧
石
器
時
代
の
人
々
は
豊
か
な
植
生

に
適
応
し
た
生
活
を
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
も
椎
の
木

な
ど
の
照
葉
樹
の
ほ
か
、
多
種
多
様
な

草
花
類
を
確
認
し
、参
加
者
か
ら
は「
種

子
島
は
今
も
昔
も
自
然
が
豊
か
な
島

だ
っ
た
ん
だ
」と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
植
物
を

ひ
と
つ
選
び
、押
し
花
づ
く
り
を
行
い
、

有
意
義
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、『
語

り
部
が
選
ん
だ
郷
土
館
の
逸
品
』
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
「
昔
の
漁
具
」
に
関
連
し
た

展
示
で
す
。
釣
る
、
潜
る
、
仕
掛
け
る

と
い
う
用
途
別
に
、
昔
の
漁
労
に
使
っ

た
道
具
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◆
期　

間

　

10
月
１
日
（
日
）
～
12
月
28
日
（
木
）

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

令
和
５
年
度
介
護
職
員
初
任
者
研
修

　
令
和
５
年
度
の
介
護
職
員
初
任
者

研
修
が
昨
年
同
様
「
中
種
子
町
就
労

支
援
ね
い
ろ
」
に
お
い
て
９
月
２
日

（
土
）
～
11
月
12
日
（
日
）
の
土
日
（
隔

週
）
の
期
間
で
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
研
修
は
南
種
子
町
が
受
講
料
を
全

額
助
成
し
町
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
で
構
成
さ
れ
る
「
南
種
子
町
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
推
進
協
議
会
」

が
企
画
し
た
研
修
事
業
で
す
。「
介
護

の
仕
事
を
し
て
み
た
い
」、「
家
族
の

介
護
に
役
立
つ
知
識
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

し
り
た
い
」、「
介
護
の
現
場
で
働
い

て
い
る
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た

い
」
な
ど
を
目
標
と
し
て
中
学
生
を

含
め
14
人
の
受
講
生
が
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
。
研
修
期
間
は
実
施
主
体
で

あ
る
（
有
）
西
日
本
ヘ
ル
パ
ー
養
成

事
業
の
講
師
の
方
に
座
学
を
は
じ
め
、

実
技
実
習
な
ど
を
研
修
し
て
い
き
ま

す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
認
定
証
の
交
付

　

長
谷
小
学
校
の
３
、４
年
生
４
人

の
児
童
の
皆
さ
ん
が
全
ス
タ
ン
プ
を

達
成
し
、
９
月
13
日
に
当
事
業
所
よ

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
認
定
証
の
交

付
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
も
引
き

続
き
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
小
、

中
学
校
の
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
ぜ
ひ

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
こ
の
活
動
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
９

月
１
日
発
行
の
社
協
だ
よ
り
に
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

左から
冨  剣心さん、池亀  夢珠さん、
山田  悠翔さん、戸川  瑛翔さん

語
り
部
が
選
ん
だ
逸
品
コ
ー
ナ
ー

〈横峯遺跡での植物観察会の様子〉

〈逸品コーナー「昔の漁具展示」〉
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年
末
調
整
や
確
定
申
告
な

年
末
調
整
や
確
定
申
告
な

ど
に
必
要
な
控
除
証
明
書

ど
に
必
要
な
控
除
証
明
書

が
届
き
ま
す

が
届
き
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
よ
り
、
令
和
５

年
１
月
１
日
か
ら
10
月
２
日
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
方
を
対
象
に
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
郵
送
で
届
き
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
て
事

前
に
電
子
送
付
希
望
の
登
録
を
す
る

こ
と
で
、
電
子
送
付
に
て
受
け
取
る

こ
と
も
可
能
で
す
。（
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
と
連
携
手
続
き
を
し
て
い
る
方
に

も
電
子
送
付
予
定
で
す
。）

　
納
付
し
た
保
険
料
は
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
※
ご
家
族
分
の
保
険
料
も
、
納
付

し
た
方
の
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。）
た
だ
し
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
、
今
回
送
付
さ
れ

る
証
明
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
に
よ
る
年

金
に
つ
い
て
の
移
動
巡
回
相
談
を
開

催
し
ま
す
。
年
金
の
請
求
や
将
来
の

受
給
額
、記
録
の
確
認
や
修
正
な
ど
、

年
金
に
関
す
る
全
て
の
こ
と
に
つ
い

て
、
専
門
職
員
に
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
相
談
内

容
に
よ
っ
て
は
必
要
書
類
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

11
月
７
日
（
火
）

　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

◆
場
所

　

役
場
研
修
セ
ン
タ
ー
２
階

　

大
会
議
室

年
金
だ

役
場
福
祉
事
務
所

役
場
福
祉
事
務
所  

福
祉
年
金
係　

☎

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
８
３
）

１
１
１
１
（
１
８
３
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　

　
～
毎
月
23
日
は
こ
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
～　

☎
㉖
６
６
９
０

★
図
書
館
か
ら
の
お
願
い

★
図
書
館
か
ら
の
お
願
い

　

図
書
館
は
、
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
様
々
な
年
代
の
方
が

利
用
す
る
施
設
で
す
。

　

ご
来
館
の
際
は
、
入
館
時
の
手
指
消

毒
な
ど
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

★
ご
存
知
で
す
か
？

★
ご
存
知
で
す
か
？

図
書
館
の
便
利
な
利
用
法　

図
書
館
の
便
利
な
利
用
法　

～
時
間
外
返
却
ボ
ッ
ク
ス
～

～
時
間
外
返
却
ボ
ッ
ク
ス
～

　

南
種
子
町
立
図
書
館
で
は
、
図
書
館
が

閉
ま
っ
て
い
る
時
間
で
も
本
を
返
却
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
時
間
外
返
却
ボ
ッ
ク
ス
」

を
館
外
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

本
を
入
れ
る
場
所
は
図
書
館
前
通
路
の

ド
ア
付
近
に
あ
り
、
夜
間
や
休
館
日
で
も
、

本
を
返
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
を
入
れ
る
際
は
、
名
前
を
書
い
た
紙

を
本
に
挟
ん
で
く
だ
さ
い
。（
複
数
冊
あ
る

場
合
は
、
ど
れ
か
一
冊
で
構
い
ま
せ
ん
。

★
２
０
２
３　

読
書
週
間

★
２
０
２
３　

読
書
週
間

「
私
の
ペ
ー
ス
で
、
し
お
り
は
進
む
」

　
10
月
27
日（
金
）か
ら
、11
月
９
日（
木
）

ま
で
の
約
２
週
間
は「
読
書
週
間
」で
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
本
に
触
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
移
動

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
移
動

巡
回
相
談
の
開
催
に
つ
い
て

巡
回
相
談
の
開
催
に
つ
い
て
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福
祭
文
は
「
く
さ
い
も
ん
」

と
読
み
、
南
種
子
町
の
正
月
の

風
物
詩
の
一
つ
で
す
。
福
祭
文

は
、
中
世
末
に
種
子
島
の
お
殿

様
が
京
都
か
ら
仕
入
れ
た
諸
芸

を
も
と
に
、
種
子
島
で
作
ら
れ

た
郷
土
芸
能
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
、
屋
久
島
、
硫
黄
島
、
口
永

良
部
島
な
ど
で
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
違
い
が

あ
り
ま
す
が
、
お
お
む
ね
次
の

よ
う
な
流
れ
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

１
月
７
日
の
夜
、
青
年
団
や

子
ど
も
達
が
集
落
内
の
家
を
ま

わ
り
、
玄
関
前
で
福
祭
文
を
歌

い
ま
す
。
カ
シ
ラ
の
一
人
が
一

節
歌
う
と
、
他
の
皆
が
繰
り
返

し
て
合
唱
し
ま
す
。
歌
い
終
わ

る
と
、
家
の
主
人
か
ら
お
酒
や

お
餅
、
お
菓
子
な
ど
が
振
る
舞

わ
れ
ま
す
。
独
特
の
メ
ロ
デ
ィ

で
歌
わ
れ
る
歌
詞
の
中
に
は

「
米
」「
黄
金
花
」「
白
金
（
銀
）

の
山
」「
鶴
」「
亀
」
な
ど
、
豊

か
さ
や
長
寿
を
象
徴
す
る
よ
う

な
も
の
が
出
て
き
ま
す
。
集
落

内
を
ま
わ
り
終
わ
る
と
、
大
人

だ
け
で
祝
宴
が
開
か
れ
ま
す
。

　

福
祭
文
は
、
地
域
の
安
泰
と

豊
年
を
祈
る
行
事
と
い
え
ま
す
。

わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

長
な が た

田　紗
さ な

奈ちゃん
令和元年 9 月 27 日生まれ
ゆかりさんの女の子（平山）

いつも元気いっぱいの笑顔で我が家に幸せを運
んでくれる紗奈♪最近はママと一緒にお洗濯物
を畳んだり、お手伝いをしてくれるお姉さんに
なりましたね。 これからもずっと大好きだよ。
 4 さいのおたんじょうびおめでとう！

ご家族からひとこと

髙
たかはし

橋　茉
ま こ

瑚ちゃん
令和元年 9 月 12 日生まれ
亨さん・幸子さんの女の子（西海）

いつもお家の仕事のお手伝いありがとう！お父
さんお母さんはとっても助かっています。たく
さん食べてたくさん笑ってたくさん踊って、毎
日楽しく過ごさせてくれてありがとう。早く大
きくなって、憧れのお姉さんになれるといいね！

R5 年 1/7　平山  浜田集落の福祭文

福
祭
文

　

～
南
種
子
の
行
事
～

　

令
和
５
年
度
は
、
南
種
子
町
の

行
事
を
紹
介
し
ま
す
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（　）は前月比

人の動き　9月30日現在
総人口（ 人 ） 5,299（ー 8）

男（ 人 ） 2,653（± 0）
女（ 人 ） 2,646（ー 8）

世帯数（ 戸 ） 2,904（－ 9）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

９月 0 件 29 件
累 計 0 件 274 件

※累計は令和 5 年 1 月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所
1 水 マイナンバーカード時間外窓口  17：15～19：00　役場総務課戸籍住民係 15 水 マイナンバーカード時間外窓口  17：15～19：00　役場総務課戸籍住民係
2 木 ふるさと祭（展示・舞台） 展示13：00～　舞台18：00～ 18 土 青少年育成の日
3 金 ふるさと祭（式典・お祭り広場他） 式典 9：00～

19 日
家庭の日

5 日 町防災訓練  6：50～10：30（予定）　西海地区 集団健診  7：20～　農業者トレーニングセンター
8 水 マイナンバーカード時間外窓口 17：15～19：00　役場総務課戸籍住民係 22 水 マイナンバーカード時間外窓口  17：15～19：00　役場総務課戸籍住民係

12 日
町戦没者追悼式・奉納相撲大会  9：00～町福祉センター　10：00～町相撲場 26 日 うちのうら銀河マラソン交流団派遣  9：00～　肝付町
マイナンバーカード臨時窓口  8：30～12：00　役場総務課戸籍住民係 29 水 マイナンバーカード時間外窓口  17：15～19：00　役場総務課戸籍住民係

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　10月15日現在
発生 死者 傷者

南種子町 3（＋ 2） 0（± 0） 3（＋ 2）
中種子町 2（＋ 1） 0（± 0） 2（＋ 1）
西之表市 3（＋ 1） 0（± 0） 3（＋ 1）

計 8（＋ 4） 0（± 0） 8（＋ 4）

■日曜祝祭日在宅当番医
日 在宅当番医 所在地 電　話
3 種子島医療センター 西之表市 22-0960
5 公立種子島病院 南種子町 26-1230
12 種子島医療センター 西之表市 22-0960
19 中種子クリニック 中種子町 27-3222
23 種子島医療センター 西之表市 22-0960
26 種子島医療センター 西之表市 22-0960

１１月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　

  　

  （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

大　
　
績　
　
　
　

101　
　
　
西
之

牧
瀬　
市
子　
　
　
55　
　
　
茎
永

中
畠　
タ
ミ　
　
　
91　
　
　
平
山

　
濱　
ク
ニ
子　
　
90　
　
　
西
海

島
元　
ヨ
リ
子　
　
82　
　
　
長
谷

寺
内　
辰
男　
　
　
95　
　
　
上
中

■日曜営業スタンド当番店
日 当番店
5 （有）永松産業　南種子給油所
12 （有）和人組　南種子給油センター
19 種子島石油（株）　南種子給油所
26 （有）船川石油店　南種子給油所

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時

11
月
30
日
（
木
）
は

国
民
健
康
保
険
税
第
４
期         

      

の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に

       

心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

『
辰
年
』
生
ま
れ
の
皆
様
を

募
集
し
ま
す
！

　

広
報
「
み
な
み
た
ね
」
で
は
、
毎

年
１
月
号
で
年
男
・
年
女
の
方
の
写

真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
『
辰
（
た
つ
）
年
』。
掲
載

を
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
課　

情
報
政
策
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　
）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

大
脇　
正
男
（
父
・
績
）

小
川　
孝
行
（
母
・
キ
ヨ
）

廣
濱　
学
（
母
・
ク
ニ
子
）

中
畠　
善
晃
（
母
・
タ
ミ
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
9
月
30
日
ま
で
届
出
分
）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
9
月
30
日
ま
で
届
出
分
）

（
氏
名
） 　
　

 　

       （
保
護
者
） 　

   　

   　
（
地
区
）

古ふ
る
い
ち市　
珠す

い唯　
　
（
涼
介
・
由
香
）　　
上
中

上こ
う
づ
ま妻　
瑛あ
き　
　
　
（
翔
平
・
愛
鈴
）　　
上
中

河か
わ
の野　
詩う
た　
　
　
（
正
彰
・
理
加
）　　
上
中

う
ぶ
ご
え
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高
齢
者
お
楽
し
み
会
を
開
催

　

10
月
23
日
～
25
日
の
３
日
間
、「
高

齢
者
お
楽
し
み
会
」
が
河
内
温
泉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
高
齢
者
お
楽
し
み
会
」
は
、
今
回

で
第
33
回
を
迎
え
る
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト

で
、「
と
も
し
び
グ
ル
ー
プ
」
の
主
催

で
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
種
子
島
警
察
署
職
員
に
よ
る
講
話
や

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

舞
踊
、
頭
と
体
の
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
出
し
物
と
あ
わ
せ
て
、
小
園

裕
康
町
長
や
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
カ
ラ

オ
ケ
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
８
月
か
ら
利
用
が
開
始
し
た
電
子
地

域
通
貨
「
あ
ば
！
ペ
イ
」
の
説
明
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
80
歳
以
上
の
高
齢
者
約

１
５
０
人
が
参
加
さ
れ
、
久
し
ぶ
り
に

会
う
皆
さ
ん
と
の
会
話
や
出
し
物
な

ど
、
大
変
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
最
後
に
昼
食
用
の
弁
当
を
配
布
し
て

お
楽
し
み
会
を
終
了
し
、
皆
さ
ん
、
来

年
の
再
会
を
楽
し
み
に
家
路
に
つ
き
ま

し
た
。

〈参加者によるカラオケ〉 〈「ひまわり」のみなさんによる舞踊〉〈小園町長によるカラオケ〉

　障害のある方への
　   合理的配慮の提供を !
　令和６年４月１日から、障害者
差別解消法の 改正に伴い、事業者
による障害のある人への 「合理的
配慮の提供」が義務化されます。 
　障害のある人もない人も、互い
にその人らしさを認め合いながら
共に生きる社会の実現に向け、事
業者の皆さまもどのような取り組
みができるか考えていきましょう。

【障害のある人からの申出】
　難聴のため筆
談によるコミュ
ニケーションを
希望したいが、
弱視であるため
細いペンや小さ
な文字では読み
づらい。
↓

【申し出への対応（合理的配慮）】
　太いペンで大きな文字を書いて筆
談を行った。

〇「合理的配慮」の具体例〇

※障害者への具体的な配慮について
は、県ホームページをご確認ください。

「鹿児島県  障害者差別解消」で検索

〈頭と体のストレッチ〉
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